


働く場は「オフィス」から 
「ワークプレイス」へ

従来の働く場は「オフィス」が当たり前でしたが、
働き方が多様化し、オフィス以外の選択肢が増えつつあります。
オカムラはこれからの働く場として「Office：オフィス」、「Home：ホーム」、

「Around Place：アラウンドプレイス」の 3 つをワークプレイスとして定義しました。

ワーカーがこれらのワークプレイスを目的や必要に応じて選択することで、
時間や場所にとらわれない柔軟な働き方ができるようになります。
オカムラは一つの場所にこだわらない、一つの行為に限らない、多様な働き方をサポートします。

Around Place（アラウンドプレイス）とは
ワーカーそれぞれの本拠地（センターオフィス）と自宅（ホーム）以外の働く場の総称です。
オフィスに近いものとしては、会社が契約するシェアオフィス。
自宅に近いものとしてはマンションの共用部などの働く場などが該当します。
また、コワーキングスペース、空港や駅の一角、カフェ、図書館など、
幅広い働く場もここに含まれます。

これからの働き方はオフィスだけでなくホームやアラウンドプレイスを
うまく活用することで、より効率よく働くことができるようになるでしょう。

Office
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駅・空港・公共空間
移動中のすき間時間を有効に活用
̶
移動中のちょっとしたすき間時間を活用して作業するときは、
駅や空港に併設されたワークプレイスが有効です。
周囲の環境と遮断して作業できるブースや、
ノートPCやタブレット端末を用いた作業に必要な電源を
備えることで、より快適に効率よく働くことができます。

タッチダウン ひらめく リモートワーク クイックミーティング

STATION /  AIRPORT
1. 自宅 ................................................. 62.3

3. 顧客・訪問先・外出先 ...................... 28.2

4. 移動中(電車内・駅構内）...... 25.6%

6. コワーキングやシェアオフィス......... 14.5

5. 喫茶店・図書館・出張先 .................. 21.1

2. 自社の他事業所 .............................. 55.8

出典：テレワーク人口実態調査/国土交通省

移動中もテレワーク
勤務先にテレワーク制度のあるワーカーのうち、執務が認めら
れている場所は、自宅・自社の他事業所・外出先についで、移
動中が第 4位となっていました。

企業がテレワークを認めている場所は？
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周りの環境の影響を受けずに集中作業ができるワークブース

公共空間の中でも快適に作業をサポートするロビーチェア

PC作業に欠かせない電源供給を様々なシーンで実現するパワーサプライ

TELECUBE Aタイプ（テレキューブ）
フルクローズ型のワークブースで

集中作業に最適です。

ALBROAD 23NP（アルブロード 23NP）
フットサポートが付いているため、
よりリラックスして作業ができます。

drape（ドレープ）
吸音パネルがワーカーを包み込む
ミニマムサイズのワークブース。

Serica（セリカ）
公共空間に適したユニバーサルデザインに

考慮されたロビーチェア。

Smartcharge（スマートチャージ）
テーブルタイプ

USB電源と100V2口コンセントから
電源供給できます。

Smartcharge（スマートチャージ）
ポール＆バータイプ

ロビーチェアの後ろの狭いスペースに
効率的に設置できます。

TELECUBE Aタイプ（テレキューブ） TELECUBE Aタイプ（テレキューブ）

ALBROAD 23NP（アルブロード 23NP） Serica（セリカ）

Smartcharge（スマートチャージ） Smartcharge（スマートチャージ）
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非常に
そう思う

34%

ややそう思う

35%

必要である

69%

サテライトオフィス
シェアオフィス
コワーキングスペース
自社オフィス以外のワークプレイス
̶
オフィスでもなく、自宅でもない第 3のワークプレイスです。
仕事の内容に合わせてワークプレイスを選択できると、
作業効率も上がります。
個人での集中作業やオンライン会議などリモートで
行いたい作業の受け皿になります。

定例業務 タッチダウン リモートワーク 外部交流

情報収集 熟考

SATELLITE OFFICE
SHARED OFFICE
COWORKING SPACE 

増加する働く場所の選択肢
コロナ禍において在宅勤務を経験したワーカーにオフィスと自
宅以外に働く場所の選択肢は必要か聞いたところ、約 7 割の
ワーカーが「そう思う」と答えました。

出典：WORKMILL RESEARCH ISSUE 02

オフィスと自宅以外に働く場所の選択肢は必要か
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自社が所有するオフィスの中で、そこを本拠地とする社員以外が 
働くことができるハブとなる拠点のことです。

異なる組織・企業で働く人たちが場と時間を共有し、 
交流しながら働くワークプレイスです。

会社・個人で契約することで、 
会員として利用することができるようになるオフィスです。

フリーアドレスで好きな席で
気軽に作業ができる環境

周りを気にせず
ミーティングができる環境

社外と交流・共創できる
オープンな環境

個人作業を集中して
作業できるブース

カフェ・ラウンジのような
リフレッシュしながら働ける環境

チームでレンタルできる
セキュリティのかかった部屋

タッチダウン 会議室 共創空間個人ブース カフェ・ラウンジ プロジェクトルーム

多様な環境が整備されていることで、より効率的に働くことができます。

アラウンドプレイスの代表的な運用として、サテライトオフィス、シェアオフィス、コワーキングスペースがあります。

Coworking SpaceShared OfficeSatellite Office

©Nacása ＆ Partners Inc.

©Nacása ＆ Partners Inc.©Nacása ＆ Partners Inc.
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快適な作業環境をつくるオフィスデスク＆オフィスシーティング

CYNARA（シナーラ）
背座一体メッシュの

軽快なオフィスシーティング。

Swift（スイフト）
電動昇降で高さ調整ができるデスク。

オプションでパネルをつけることが可能です。

Aption Free 2（アプションフリー２）
シンプルなデザインで統一したモジュールで

レイアウトしやすいテーブル。

mode（モード）
様々なファブリックを楽しめる
オフィスシーティング。

Lives Work Chair
（ライブスワークチェア）
カジュアルでありつつ、機能的な
柔らかいフォルムのワークチェア。

SOLISTE LIBRARY（ソリスト ライブラリー）
シャープなデザインで

個人で仕切ることができるデスク

Lives Work Table（ライブスワークテーブル）
丸みのある天板と木脚の柔らかなデザインのデスク。

オプションでパネルが取り付け可能です。

SOLISTE LIBRARY（ソリストライブラリー）　　
CYNARA（シナーラ）　

Lives Work Table（ライブスワークテーブル）
Lives Work Chair（ライブスワークチェア）

Swift（スイフト）、mode（モード） 
muffle（マッフル）

Lives Personal Table（ライブスパーソナルテーブル）
Lives Unit Sofa （ライブスユニットソファ）

Lives Work Table（ライブスワークテーブル）
Lives Entry Chair（ライブスエントリーチェア）

REGAS（リーガス）　
Finora（フィノラ）

DESK & SEATING7

CONCENTRATION
集中環境を作り出すワークブース

TELECUBE Bタイプ（テレキューブ）
フルクローズ型のワークブースで

集中作業に最適です。

co-comori（ココモリ）
フェルト素材で軽く簡単に運べるため
レイアウト変更も容易に行えます。

Bresta（ブレスタ）
集中環境やweb会議にも最適な

個室型ブース。ソファでリラックスして働けます。

drape（ドレープ）
吸音パネルがワーカーを包み込む
ミニマムサイズのワークブース。

SnowHut（スノーハット）
集中環境をもたらす

セミクローズ型ワークブース。

Work Veil（ワークヴェール）
ヘッドパネルで周りの視線を遮り
集中力をアップできます。

TELECUBE Bタイプ（テレキューブ） Bresta（ブレスタ）

co-comori（ココモリ） drape（ドレープ）

SnowHut（スノーハット） Lives Personal Chair&Table（ライブスパーソナルテーブル＆チェア）
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CAFE & 
   WORK LOUNGE交流を促すカフェとワークラウンジ

Lives Counter（ライブスカウンター）　　
立っていても座っていても使いやすいカウンター。

コミュニケーションを促します。

NAGARE（ナガレ）
自然の「流れ」を意識した

曲線的なデザインが特徴のソファシリーズ。

Alt Living Co（アルトリビングCo）
リラックス感がありながらも視線を適度に遮る
パネルが快適な作業環境をサポートします。

Lives Collaboration Sofa
（ライブスコラボレーションソファ）　

ユニークな形状で
様々なレイアウトを可能にします。

Lives Meeting Table
（ライブスミーティングテーブル）

キャスター付きのテーブルで
レイアウトの調整も簡単にできます。

Lives Café Chair
（ライブスカフェチェア）
カジュアルなテイストの空間に
ぴったりのカフェチェア。

NAGARE（ナガレ）　　 Lives Collaboration Sofa（ライブスコラボレーションソファ）　

LUXSYS（ラグシス）　　 Lives Counter（ライブスカウンター）　　

Lives Café Chair（ライブスカフェチェア）　　 AltPiazza（アルトピアッツァ）　　
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打合せ・共創をサポートするミーティングエリア

SPRINT（スプリント）　　
作業に合わせてレイアウト変更を素早く行うことができ、
様々なチーム作業をサポートする場をつくります。

StafitⅡ（スタフィットⅡ）
手動で高さの昇降が可能。

座位から立位までの作業をサポートします。

Marca（マルカ）
テーブル付タイプはセミナーなどで
スペースを効率的に使用できます。

Lives Meeting Table
（ライブスミーティングテーブル）
異形天板で様々なレイアウトができ、
ネスティングして収納が可能です。

CREBO（クレボ）
アイデアをホワイトボードに書き留めたり、
パーティションとして使用できます。

SPRINT（スプリント） Marca（マルカ）

StafitⅡ（スタフィットⅡ） Lives Nesting Chair（ライブスネスティングチェア）
CREBO（クレボ）

Swift（スイフト）
pirouetto（ピルエット）

PROSSIMO（プロッシモ）
Lives Work Table（ライブスワークテーブル）

MEETING & PRESENTATION & WORKSHOP 10



お問い合わせ・ご相談は、下記へ

お問い合わせ・ご相談は
お客様相談室へ 受付時間  9：00～17：00（土・日・祝日を除く）

フ リ ー
ダイヤル 0120-81-9060

2020年11月 発行

Special Site
https://www.okamura.co.jp/company/ws202x/around_place/


